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ひらつか地域づくり市民大学
第
６
回

地域づくりを時間軸で考えよう
 5年／10年／30年先はどうありたいか？

30年後のひらつかは？ 戦後100年
  子供たちは子育て世代に！
  団塊ジュニアは後期高齢世代に ！
  平塚の成長を牽引した大企業は？

「地域づくり」という終わりなき「ドラマづくり」
  舞台は？　脚本家は？　スポンサーは？

  そして、 主役は誰か？
 楽しいところに人は集い、元気が生れる。
 思いを形に！知恵を力に！人のつながりを活かして

「元気な地域づくり」を進めていきましょう！
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　いつまでも住んで良かったと思えるまちで暮らしたい。一人ひ

とりがつながって組織と組織が協力し合えば地域の難問も解決に

近づけられる。人と組織の間に立って課題解決の道を提案する、

それが地域コーディネーターの役割です。

　「ひらつか地域づくり市民大学」は、そんな地域の想いを形にか

える学び合いの場として開催しています。

　公開講座は、地域コーディネーターの役割と大切さを深く知っ

ていただきたいと、被災地釜石市で「釜石リージョナルコーディ

ネーターとしてご活躍中の二宮雄岳氏を講師にお招きしました。

被災地の現場で住民の声に耳を傾けながら住民自治組織の構築に

携わり、現在もまちの再建に向けコーディネーターとして関わる

二宮さん。「ひとりの専門家としてではなく、チームとして、コー

ディネーターとして関わる。」この言葉には復興に向けた強い覚悟

のほどが伺えました。講座では、コーディネートとはどのような

行動を指すのかについて丁寧にご説明いただきました。

　６年目を迎えたひらつか地域づくり市民大学は、地域で行って

いる会議や話し合いの場の大切さや、連携協働の持ち方、各団体

の協力や地域資源の活用方法、課題解決に向けたプランの立て方

を学んでいただけるよう連続５回で実施しました。コーディネー

ターに求められる要素を吸収し、より良い地域づくりを目指そう

と、今回もたくさんの皆様に参加していただきました。

地域コーディネーターの育成に向けて 第６回　ひらつか地域づくり市民大学　講座の概要

講師：鈴木 奏到 氏（認定都市プランナー、一般財団法人計量計画研究所理事）
　　　坂田 美保子 氏（NPO法人 湘南NPOサポートセンター理事長）

8月25日（土）13：30～16：00　　ひらつか市民活動センター
ファシリテーションのコツを学ぼう

参加者45名

7月21日（土）13：30～16：00　　平塚市民活動センター

講演：被災地に学ぶ「自治の取り組み」と「地域コーディネーターの役割」
講師：二宮 雄岳 氏（釡石リージョナルコーディネーター協議会 釡援隊 隊長）

座談会：全員参加で住みやすい地域づくり
ゲスト：小宮 保 氏（横内地区社会福祉協議会 前会長）
　　　　小澤 八重子 氏（旭北公民館 前館長）
コーディネーター：鈴木 奏到 氏（認定都市プランナー、一般財団法人計量計画研究所理事）

参加者81名

ひらつか地域づくり市民大学の目的と理念

地域の様々な団体や個人をつなぎ、 地域課題などに住民自らが取り組み、

住みよい地域づくりを進めていくための人材の育成や地域活動に携わる人

材のすそ野を広げ、 協働社会の基礎をつくります。

１. 自らの学びの成果を地域の中で活かす「協働の担い手」を育てる

２. 地域住民や市民団体が相互に連携・協力して「協働の輪」を拡げる

３. 地域の課題解決に向け、住民が知恵と力を出し合って取り組む　
「協働のまちづくりの基礎」をつくる

主催　平塚市（協働推進課・中央公民館・福祉総務課）/ＮＰＯ法人湘南NPOサポートセンター

公開講座

講師：鈴木 奏到 氏（認定都市プランナー、一般財団法人計量計画研究所理事）
事例紹介者：長尾 正春 氏（豊田福祉村会長）
　　　　　　菅野 由美子 氏（女性防災クラブ平塚パワーズ会長）

9月15日（土）13：30～16：00　　ひらつか市民活動センター
平塚の元気な地域づくりの事例から学ぼう

参加者43名

登壇者：安池 直治 氏（土屋公民館長）、秋山 達郎 氏（土屋公民館 主事）
協　力：土屋地区の皆さん

11月3日（土）13：30～16：00　　土屋公民館
土屋の地域づくりを聞いて学ぼう～まち歩き～

参加者36名

講師：三浦 由理 氏（ナレッジトラスト 代表）

11月10日（土）13：30～16：30　　ひらつか市民活動センター
地域資源（人・もの・コト）の上手な活用方法

参加者29名

講師：三浦 由理 氏（ナレッジトラスト 代表）

12月1日（土）13：30～16：30　　ひらつか市民活動センター
地域をコーディネートする力をつけよう

参加者33名
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公開講座
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参加者状況

公開講座：平成30年7月21日(土)13：30～16：30 参加者：61名　アンケート回収枚数：41枚

東海大学生、横内地区青少年指導員、岡崎青少年指導員協議会、四ノ宮自治会、中原地区民生児童委員、旭北民生（民児協・児童委員）、

子どもの寺子屋、町内福祉村、富士見地区福祉村、豊田地区福祉村、旭北福祉村、横内福祉村、岡崎鈴の里、たむら福祉村、

松原地区町内福祉村、吉沢地区町内福祉村、松が丘福祉村（東中原連合自治会）、城島福祉村、

八幡福祉村（＋独居老人給食委員会・民生委員・社協）、女性防災グループ平塚パワーズ、防災について学ぶ会たんぽぽ、平塚市

　公開講座では、市内はもとより横浜市、海老名市、東京都内
からもご参加いただきました。
　特に目に留まったのは、10人程の若者の姿です。平塚市役
所で受け入れている大学生インターン（3名）、弊法人と連携の
ある東海大学梶田ゼミ生（2名）、平塚地区BBS会（4名）、イ
ンターン（大学生1名）の参加は、これからの多世代の地域活動
をイメージできる場となったのではないでしょうか。
　また、市内18の町内福祉村からは、以下の地域から多数の
コーディネーターの皆さんにご参加いただきました。
松原、金田、岡崎、松ヶ丘、城島、大神、八幡、旭南、富士
見、旭北、吉沢、横内、四ノ宮、神田、豊田（順不同）

　公開講座・地域活動講座に連続で参加された方は、地域づく
りに関心が高く前向きに取り組まれていました。講座の受け止
め方や満足度には大きな違いがあり、20代～50代の方の満足
度が高く年齢が高くなるにつれて低くなっていきました。
　地域活動講座第4・5回でも「若い世代が活躍出来る地域を
つくっていきたい」という意見が多数ありました。地域の課題
に取り組もうとするには若い世代が活躍できるような土壌を作
ることが求められていることがわかります。
　自分のことだけを考えるのではなく、広く地域全体を見渡
し、それぞれの年代において出来ること、求められていること
は何かを今一度みんなで考えてみることが必要でしょう。

第３回：平成30年11月3日（土）13：30～16：00
1. 年代別参加者状況

3. お住まいの地域

2. 満足度　　平均85.2点

参加者数：36名　アンケート回収枚数：33枚

平塚市：虹ヶ浜、海老名市、中里、中原、東中原、田村、平塚、八千代町、豊田、ふじみ野、河内、金田、東中原、大神、城島、小鍋島、下島、
　　　　上平塚、上吉沢、山下、東八幡

40歳代…2名（6％）
50歳代…1名（3％）

60歳代…8名（24％）

未回答…1名（3％）

未回答…4名（11％）

70歳代以上
　…21名（64％）

第４回：平成30年11月10日（土）13：30～16：30
1. 年代別参加者状況

3. お住まいの地域

2. 満足度　　平均77.3点

参加者数：29名　アンケート回収枚数：25枚

平塚市：　虹ヶ浜、花水台、中里、山下、中原、横内、豊田、八幡、旭南、ふじみ野、西八幡、豊田、城所、大神、東中原、四ノ宮、八千代町、岡崎

40歳代…1名（4％）

50歳代…2名（8％）

60歳代…6名（24％）70歳代以上
　…16名（64％）

第５回：平成30年12月1日（土）13：30～16：30
1. 年代別参加者状況

3. お住まいの地域

2. 満足度　　平均82.3点

参加者数：33名　アンケート回収枚数：25枚

平塚市：真田、花水台、四ノ宮、平塚、中原、旭南、出繩、四ノ宮、岡崎、ふじみ野、城所、長持、入野、大神、松原、八千代町、金田、田村、豊田
その他：横浜市、海老名市

20歳代…2名（8％）

40歳代…1名（4％）

50歳代…2名（8％）

60歳代…4名（16％）

70歳代以上
　…16名（64％）

第２回：平成30年9月15日（土）13：30～16：00
1. 年代別参加者状況

3. お住まいの地域

2. 満足度　　平均82.12点

参加者数：43名　アンケート回収枚数：31枚

平塚市 ：横内、西八幡、宮の前、八幡、城島、豊田、西八幡、東中原、田村、旭北、上平塚、横内、豊田、纏、岡崎、八千代町、河内、長持、
　　　　八幡、大神、ふじみ野、代官町

10歳代…1名（3％）
30歳代…1名（3％）
40歳代…1名（3％）
50歳代…4名（13％）

60歳代…6名（20％）

70歳代以上
　…18名（58％）

第１回：平成30年8月25日（土）13：30～16：00
1. 年代別参加者状況

1. 年代別参加者状況

3. お住まいの地域

2. 満足度　　平均70.5点

2. 満足度　　平均82.34点

参加者数：45名　アンケート回収枚数：35枚

平塚市：虹ヶ浜、横内、海老名市、花水台、中里、田村、四之宮、山下、旭南、長持、山下、東中原、四之宮、岡崎、ふじみ野、八千代町、大神
その他：横浜市、その他

3. お住まいの地域
平塚市：横内、八幡、中原、岡崎、公所江東、豊田、河内、田村、ふじみ野、東中原、豊原町、四之宮、上吉沢、八千代町、城島
その他：横浜市、町田市、東京都、海老名市、足柄上郡開成町

3. 所属団体名

30歳代…1名（3％）
20歳代…2名（6％）

40歳代…3名（8％）
50歳代…2名（6％）

60歳代…6名（17％）

70歳代以上
　…17名（49％）

20歳代…5名（12％）

40歳代…2名（5％）

50歳代…4名（10％）

60歳代…10名（24％）

70歳代以上
　…20名（49％）
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7月21日（土）13：30～16：00　　ひらつか市民活動センター

　ゲストに小宮保さん（横内地区社会福祉協議会 前会
長）と小澤八重子さん（旭北公民館 前館長）、そして
二宮さんを迎え、鈴木奏到さん（認定都市プランナー、
一般財団法人計量計画研究所理事）の進行で座談会を行
いました。

　まずは小宮さんから「横内地区の団体の活動と連携の
概要」と題して、公民館を中心に自治会と各種地域団
体、地区社協や町内福祉村、子どもの健全育成に関わる
団体がどのように連携しているかを説明していただきま
した。
　次に小澤さんから「旭北地区の地域づくりの構図と活
動の概要」と題して、自治会連合会、公民館、民生委
員・児童委員協議会、社会福祉協議会、その他各団体
と、福祉村との構図関係をを説明していただきました。
コーディネーターはたくさんいる方が、地域が豊かにな
る、との言葉が印象的でした。
　お二人とも苦労したのは既存の団体への呼びかけや話
し合いだったとのこと。地域のイベントは全員参加を目

指し、裾野を広げるための「仕掛け」をご紹介いただき
ました。例えば横内では「カルタ大会」をきっかけに、
子どもたちがカルタに登場する地域内の知らない場所を
巡ることで「住んでいて良かった」と気がついてくれた
とか。地域には民間と行政を繫ぐコーディネーターが必
要で、人と人、団体と団体がつながることが大切と小宮
さんは話しました。小澤さんからは、「高齢者と若い世
代では考え方が違う、まずはボランティアを楽しんでや
ることできっかけを掴むこと、そのためには常にアンテ
ナを張って『この人は』と思う方にお声掛けをすること
がポイント」とアドバイスいただきました。
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　第6回「ひらつか地域づくり市民大学」開講に先立
ち、平塚市落合市長よりご挨拶いただきました。
「平塚市総合計画（ひらつかNEXT）」の重点施策として

　①強みを活かしたしごとづくり
　②子どもを産み育てやすい環境づくり
　③高齢者がいきいきと暮らすまちづくり
　④安心・安全に暮らせるまちづくり

を紹介。市民の皆さんと一緒に関係各機関との連携・協
働で、誰もが住みやすい平塚の地域づくりを進めていき
たい、と話されました。

　講師の二宮雄岳（にのみや ゆたか）さんは平塚市出身、
長年勤めていた金融機関を退職され、釡石市の仮設住宅
に住みながら復興支援に向けてご活躍中です。

　釡石市の現状について説明された後、リージョナル
コーディネーター発足の背景からその必要性と役割を、
図解とともにわかりやすくご説明いただきました。

コーディネーターは全てを見渡すこと
それには４つの視点、虫の眼（集中して局所を見る）、
魚の眼（周囲を合わせて見る）、鳥の眼（俯瞰して全体
を見る）、人の眼（知恵を加えて調整して見る）を持っ
て取り組むことが重要なカギとなります。

地域コーディネーターとして意識しなければならない点　
　①直面する問題は何か
　②問題を解決すると地域がどう変わるのか
　③問題はなぜ解決されなかったのか
　④問題を解決するためには何が必要か
　
そして、必要なピースを持ってきてつなげること

「被災地だからできたんでしょう？」とか「予算がいっ
ぱいあるんでしょう？」と言われることもあるとか。し
かし、被災地が向き合っている復興課題とは、震災被害
＋既存の社会課題だと思っています。被災地であろうが
なかろうが、みなさんと同じなんです、と二宮さんは話
しました。

会場からは、以下のような感想をいただきました。（抜粋）
○市民大学への参加は初めてでしたが、とても勉強になりました。岩手に住んでいたこともあり、釜石のお話は興味深
かったです。本日の資料やメモは持ち帰り、改めて振り返ろうと思います。（20代）
〇このような活動に参加したのは初めてですが、市民の方々の反応が良く、充実した公開講座だと感じました。みんなの
目標を一つにする大変さを実感しました。若者が少ないと感じた。ずっと市にいるメリットを感じていないのではない
か？（20代）
○地域独自の活動を知り、今後も地域内で活かしていきたいと思いました。福祉への取り組みが今後、大切になっていく
のだと感じた。今の自分にとって何ができるのか考えるきっかけとなり、出来ることから少しずつやっていこうと思い
ます。（40代）
○被災地が向き合っている復興課題の中には既存の社会課題があるというお話がとても勉強になりました。（50代）
○立ち上げのご苦労がお聞き出来る機会をありがとうございました。キーポイントを掴むということの大事、重要性を伺
えて今後の参考になります。（60代）
○地域づくりに興味があり、今日参加させていただきました。公開講座において地域とのつながり方、つながる方法等を
話されていました。今後「地域活動講座」の受講を受ける事により、何かしらのヒントが生まれればと思っています。
（60代）
○コーディネーターとは、コーディネーターのカタチの話が良かった。「対等」という言葉の使い方が参考になった。（70代）
○コーディネートの役割として目的と結果が大事であることが勉強になりました。一つ一つの事例を上げての説明で参考
になった。（70代）

コーディネーターの役割とポイント

地域づくりを学ぶ受講生の皆
さんに期待を寄せる落合市長

二宮さんが所属する釡石リー
ジョナルコーディネーター
（釡援隊）は、官民一体の復
興まちづくりを推進する「ま
ちづくりの調整役」です。

左が小澤八重子さん、右が小宮保さん

二宮さん（左）と鈴木さん
（右）からゲストお二人の
活動内容を掘り下げる質
問がいくつか投げかけられ
ました。

公開講座

第２部　座談会：全員参加で住みやすい地域づくり第１部　講演：被災地に学ぶ「自治の取り組み」と「地域コーディネーターの役割」

見て直感的に理解しやすい図解や分かりやすい例えで説明していた
だきました。（当日のパワーポイントから）
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8月25日（土）13:30～16:00　　ひらつか市民活動センター 9月15日（土）13：30～16：00　　ひらつか市民活動センター

　みんなが楽しそうにしていると「何をしているんだろ
う？」と人が集まってきます。地域には知恵や能力を
持った人がいます。その人たちの力を活かすと新しいア
イディアが生まれ、地域がさらに楽しく愛着も湧き、
ずっと住んでいたいと思えるようになるのではないで
しょうか。
 〇多様な人材/仲間を増やす
 〇地域の資源やストックを賢く、スマートに活かす
 〇前例にとらわれない挑戦するマインドを持ち続ける

　地域で事業を行う際には、具
体的にどうやって人を集める
か、集まった人たちの中で役割
分担をどうするか、さらには
リーダー的役割を担う人材をど
うするのかはとても重要になり
ます。さらに次のステップとし
て、地域を動かしていくために
「みなさんどうでしょう」と、
その都度話し合いの場で参加者の確認をし、関係する団
体や人をつないで、巻き込んで、調整して、組み立てて
いく人がいたらどうでしょうか。このような力やスキル
を「コーディネート」といい、この役割ができる人が
「コーディネーター」といわれます。コーディネーター
は、相互理解、確認、合意形成へのプロセスにつなげて
いきます。地域づくりはこのコーディネーターの育成が
とても大切です。
　地域づくりのコーディネーターには、
4つの要素からなる能力が不可欠です。
 コーディネーターの4つの要素
 ①企画・立案力
 ②事業の運営力
 ③巻き込み力
 ④人や団体とのつながり力：ネットワーク

　話し合いの場では「ここまで共有できていますね？」
「みんなの目的はこれですね？」「次はどうしたらいい
でしょう？」と進行役と言われる人が確認をしながら進
めていきます。進行役が
ファシリテーションを
知っているとみんなが気
持ちよく納得する話し合
いが出来、参加者の士気
があがります。
ワークその1
　グループ内で役割を決め（ファシリテーター、議事
録、発表者、積極的意見の立場、消極的意見の立場）、
「地域の公園を活用したおまつりを開催し、地域のつな
がりをつくりたい」という題材を設定し、たくさんのア
イディアを出します。ここではより多くのアイディアが
出るようにファシリテート（進行）します。その後、ア
イディアの数とファシリテーションが上手くいったかど
うか、消極的発言者はどんな気持ちだったかを発表しま
した。
ワークその２
　グループの役割を変えて、前のワークで上がった意見
を元におまつりの企画書を作成します。ここでは企画内
容の良し悪しを問うのではなく、メンバーが納得しなが
ら決めることができたかどうか？が重要なポイント、
「決めるための会議」がテーマです。みんなが意見を言
いやすかったか、次回も参加したいと思う会になったか
を振り返りました。

　地域で行われる話し合い
は、様々な立場や年齢の人た
ちが集い、合意形成をし、事
業を実施していきます。ファ
シリテーションについての理
解が進み、主体的に進められ
るような会議になると、地域
のつながりがより深まり地域
づくりも楽しくなります。

参加者アンケートより（抜粋）
○自分が中学生だった時、このように地域を盛り上げようとしている人や団体があることをあまり知らなかった。若者に
知ってもらうことは重要だと感じた。（10代）
○自分の地域にパワーズさんに来て頂きたい。学びたい事、興味惹かれる事が沢山ありました。（40代）
○パワーズさんの活動の経緯大変興味深かったです。これだけしっかりした実績があれば、行政とも対等な関係で連携で
きるのかなと思いました。（50代）
○福祉村の方が多く参加していたので、それぞれの福祉村の有様を話し合う機会があったらいいと思いました。パワーズ
さんのプロ性を感じ生活に密着した活動に敬意を表します。豊田福祉村の地域の作り方、素晴らしい考え方だと思いま
した。（70代）

参加者アンケートより（抜粋）
〇進行、ファシリテーションの興味が深まった。（20代）
〇道筋の立て方のテクニックも紹介してもらえたら嬉しいです。（30代）
〇参加者の立場、年齢に幅があり、課題についての解釈に幅があったが
　うまくまとまった。（40代）
〇意見が合わない時、意見が出ない時は、大変な役割だと思いました。（50代）
〇人の意見をまとめる、次の人にまわす、難しいです。（60代）
〇会議を円滑に進めるための認識を得ることが出来た。（70代）

ファシリテーションのコツまちづくりはひとづくり

地域活動講座の主旨を説明す
る鈴木さん

ワークショップを進行する坂田理事長

　地域には昔から暮らしている人と高度経済成長以降に
新しく移り住んで来た人とがいます。世代も幅広く、さ
まざまな団体があり、行政・企業・学校と所属先も多岐
に渡ります。それでも「想い」が一緒なら縦にも横にも
つながりを築くことで上手くやっていけるのではない
か。その具体的な事例として横内地区のマイタウンス
クールをあげ、壁の乗り越え方や仲間づくりのポイント
について説明しました。

地域を運営していくための３つのポイント
１．話し合い、目標を合意する
２．実現するためのアイデア、手段を出し合う
３．地域一丸となって動く
仲間づくりからのスタートのポイント
ぶれない「目標」のもとに段階的に進めていくこと

　豊田福祉村会長の長尾さんに豊田地区の歴史と地域の
特徴を皮切りに、福祉村発足の経緯をお話しいただきま

した。
　「昭和の大洪水で農作物
が全滅した過去の経験か
ら、現在でも水防の取組が
重要と地域で取り組んでい
る。昭和４０年頃から急速
に人口が増加し、今では新
しく移り住んできた人の方

が多いが、”よそもの”という言葉は絶対に使わない。地
区社協と自治会が良い関係だったため、地域の中で垣根
をつくるという考え方がない。自分たちの地域は自分た
ちで守るという意識が高く、以前から７地区の自治会
で、サロン活動を行っていた。しかし、高齢化や介護保
険の問題、時代の流れもあり、今年３月に豊田福祉村を
オープンするに至った」と説明されました。

　女性防災クラブ平塚パ
ワーズ会長の菅野さんに
は、東日本大震災をきっか
けに活動が変化したこと
や、２３年間に渡る活動を
お話いただきました。
　「社会のニーズに合わせ
て柔軟な活動をしている。
新しい事をやろうとした時に、お金も人もついてきてく
れ、マスコミも注目してくれた。行政の他、自治会、地
域団体、幼・保育園・小中学校から防災教育の依頼が多
数あり、幅広く連携している。２０周年を期に今まで
培ってきたノウハウをまとめた「パワーズブック」を発
行、より活動の場が広がった。平成29年には神奈川県の
コミュニティカレッジで講師を務め、その後も県内外各
地から講習会の要請が来るようになった」と説明されま
した。

地域活動の連携 ・協働のポイントとは？

事例紹介２ ：女性防災クラブ平塚パワーズに見る
　　　　　　地域づくりとの関わり

事例紹介１ ：豊田福祉村に見る地域づくり

地域をまとめるコーディネーターについて

豊田地区は自主自立的な気風が
強いと語る長尾さん 活発な質疑応答が繰り広げられた

パワーズのユニホーム姿でお話し
する菅野さん

地域活動講座　第1回　ファシリテーションのコツを学ぼう 地域活動講座　第2回　平塚の元気な地域づくりの事例から学ぼう

円滑に物事を進めていくには、オンとオフの合わせ技を活用し、
巻き込む力が重要と語る鈴木さん



　人手不足の解消には、公民館だより等で新規会員を募
集、土屋小学校への協力要請、愛好会・公民館・小学校
の三者共催という形で役割を分担しました。資金面で
は、公民館連携事業とし、肥料代等は公民館が用意、そ
の他必要な費用は愛好会の年会費等で賄い、農機具等は
会員が持ち寄って対応しました。平成２８年度には、平
塚市の「市民活動ファンド」の助成を受け、現在では、
ざる菊園開園中に菊の販売等を行い、その収益で費用を
賄えるようになりました。
　広報活動は、手作りの看板設置、公民館だよりやちい
き情報局で菊づくりの様子を積極的にPRしました。地域
外の方にも楽しんでもらいたいと、見頃を迎える時期に
公民館で「記者発表」を実施。これが功を奏し、新聞各
社や地域の情報紙などで「ざる菊園」が紹介され来園者
が殺到するようになりました。
　平成２７年、事業を成功させようと、夏の除草など大
変な作業も会員が率先して取り組みました。新たな会員
も増え、翌年には小学校PTAから事業に協力したいとの
申し出があり、地域全体で子どもたちの成長を支える
「地域学校協働活動」の一つになっています。
　今後はいかに多くの人を巻き込み、続けて行くかが課
題です。自治連含む他団体への協力を呼びかけ、「土屋
の新たな名所」として５年先、１０年先へ続くよう地域
全体で盛り上げて
いく体制づくりを
進めています。

　秋山主事から、新しいことを始める時には、ブレイン
ストーミングが有効との話がありました。ブレインス
トーミングで重要なのは、他者の意見を批判しない。自
由に発言し、質より量を引き出すこと。アイデア同士を
結合していくと「大変そう」が「面白そう」に変わり、
アイデアがどんどん出てくるようになるとのことです。
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11月3日（土）13：30～16：00　　土屋公民館

　「ひらつか地域づくり市民大学　地域活動講座」第３
回目は、１１月３日、土屋地区を会場に地域づくりの現
場から学びました。

 はじめに、秋山主事からざる菊会場の「見どころ」の
説明がありました。公民館では菊花展が開催中とあっ
て、玄関横には土屋小学校の４年生が担当したざる菊
が、展示会場では土
屋小学校５年生の作
品や菊づくりの会の
皆さんが丹精込めた
菊の数々が展示さ
れ、参加者の目を楽
しませていました。

いざ、ざる菊園へ。
 公民館から３分ほど歩くと、色とりどりのざる菊が咲
き誇る「土屋ざる菊園」があります。会場にはざる菊愛
好会・菊づくり愛好会の皆さんが、訪れた方々の質問に
答えたり、説明したりしていました。講座の参加者も
三々五々散らばり、説明を聞き、写真を撮影し、ざる菊
園の様子やその規模を体感しました。

土屋公民館の名物事業「菊づくり」
　ざる菊園・菊花展の見学を終え、公民館主事の秋山さ
んから土屋の地域づくりの様子を伺いました。
　土屋地区の菊づくりは、昭和５４年に菊づくり愛好会
が発足したことが始まりです。昭和６０年からは土屋公
民館と菊づくり愛好会に加え、土屋小学校とも協力して
児童に菊づくりに親しんでもらう児童・生徒地域参加事
業「菊づくり」を開始しました。
　平成２６年「菊づくり」事業は一度存続の危機に陥り
ましたが、小学校の総合学習の授業として組み込むこと
にし、今では３０年以上続く土屋公民館の名物事業と
なっています。

新たな事業「土屋にざる菊を咲かせよう」
　平成２６年度に座禅川橋の架替工事と交差点改良工事
が終了し、その資材置き場として使用していた約1,000
平方メートルの土地所有者から菊づくり愛好会や公民館
に「ざる菊でも植えてみないか」と相談したことがきっ
かけとなり、平成２７年度の実施に向けて協議を開始し
ました。
　実施にあたり、愛好会では次のような課題が挙げられ
ました。
1. 人手不足　当時の愛好会の会員数は１７名、その
殆どが高齢者

2. 資金不足　整備にかかる土・肥料・防虫剤などの
費用が用意できない

3.広報手段　整備後どのようにPRすればよいか不明

　そこで、公民館がコーディネートすることで課題解決
に向かって動き出します。
「人が足りないなら増やせばいい」
「今あるものを活かしていろんな人を巻き込もう」
「できない理由を探すより、どうしたらできるか考えよう」

　こうした意見が交わされ、土屋の新名所を作ることを
目的に、菊づくり愛好会の中で賛同する人たちが集まり
「土屋ざる菊愛好会」を立ち上げました

参加者アンケートより（抜粋）
○公民館・愛好会・小学校の三者協同でやるということにとても魅力を感
じました。世代・立場をこえて交流できるのは楽しいですね。（40代）
○働き手をつくる努力、方法。地元の人がいかに多く参加するかを追求していた。主事の話が具体的に前向きに取り組む
姿勢、明るくリードする姿勢が良い。（70代）
○今回のように地域の実践活動を実際に見学できたのがよかった。（70代）
○地域づくりはまさに子どもたちの教育である事に感心しました。雑談の中から新しいことが生まれる…すばらしい。
（70代）

実際にざる菊会場を見てみよう

４月から半年間かけて約800株のざる菊を育てる。一番大変なのは夏場
の雑草取り。会員は農家の方が多いため、マイ耕うん機を出動させるな
ど、道具には事欠かない。

菊花展の展示会場には椅子とテーブルが設置され、来場者にお茶とお菓
子が振る舞われていました。

４年生のざる菊と５年生の三本立ての菊。菊づくりを通した地域
の方々との交流が、土屋小児童の郷土愛につながっています。

　また、主事が考える「地域コーディネーターとして重
要な３つのポイント」は大変参考になりました。
1.自分が誰よりも楽しめ
2.大変だったけど、やって良かった、楽しかったと言
われることをやれ

3.主事（コーディネーター）がいれば大丈夫、チャレ
ンジしようと思わせる安心感を

　最後に土屋公民館の安池館長とモデレーターの鈴木さ
んを交えて、参加者から出た質問を中心に対談が行われ
ました。

●新しいことを始めるには不安はつきものだが、一つひ
とつ課題を解決し、周りを巻き込んで仲間を増やして
いくと、不安よりも「事業を成功させたい」という想
いの方が強くなる。
●会議のあとの雑談でアイデアが出る。飲みニケーショ
ンも大切。
●反対意見は理由等も含め、全部しっかりと聞く。
●何人かで一歩ずつアイデア出しをしながら、様々な団
体とのつながりを考えていくことが大切。
　今回は土屋公民館の事例から、ヒト・モノ・カネ、そ
して広報の活用について、たくさんの学びを得る事がで
きました。

「菊を活かした土屋の地域づくり」

地域コーディネーター３つのポイント

対談と意見交換

地域活動講座　第3回　土屋の地域づくりを聞いて学ぼう～まち歩き～

右から２人目が土屋地区の取り組みを紹
介する土屋公民館の秋山達郎主事

菊づくりは住民同士の連携で、
と話す安池直治土屋公民館長

手前が土屋小４年生が
手がけた看板、奥が新
調した手作りの看板。

モデレーターの鈴木奏到さん
（認定都市プランナー）
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11月10日（土）13：30～16：30　　ひらつか市民活動センター 12月1日（土）13：30～16：30　　ひらつか市民活動センター

　ひらつか地域づくり市民大学後半の2回は、地域資源
の活用方法やコーディネートについてグループワークを
通して学びました。講師はまちづくりコーディネーター
の三浦由理さん（ナレッジトラスト代表）です。

　三浦さんから、まちは3つの要素
（自然・歴史・生活）から成り立っ
ていること。魅力あるまちには、魅
力ある人、魅力あるもの、魅力ある
ことが集まってくること。まちは急
に変わるわけではなく、ゆるやかに
変化していくので、上手くいかなく
ても落胆せず、次に発展していける
ように力を注ぎましょう、と説明し
ていただきました。
・こういうまちにしたいという時の「現実」の
ギャップを見極める
・自分が変わると見える景色が違ってくる、違った
風景が新しい思考の原点になる
・楽しく活動しよう・・楽しそうじゃないことに人
は集まってこない

　地域資源の活用について話し合うワークショップで
は、グループごとにテーマとポイントが発表されまし
た。話し合いをスムーズに進めるには、前向きに意見を
出し合う、相手の意見にしっかり耳を傾ける、否定しな
いなどの注意点を念頭に、地域資源探しから活用まで各
グループ内で話し合いました。

■ABグループ：ひらつか未来株式会社設立
ポイント：クラウドファンディングを求める意気込みで
プレゼンを考える。
　SDGs（持続可能な
開発目標）も視野に入
れ、地域資源（場
所・人・資金など）
を活用した“自然エネ
ルギーひらつか（株）”
を立ち上る。

■CDグループ：
福祉村事業の未来
ポイント：福祉村を知らな
い人でも「なんだかおもし
ろそうだな」を感じるプレ
ゼンを考える。
　これからの福祉村の未来
像を共有して、いろいろな世代の人たちが、ふらっと立
ち寄れる福祉村村について話し合いました。

■E・F・Gグループ：わがまちPR大作戦
ポイント：ひらつかをよく知らない人にでも伝わるPR。
気分はひらつか観光大使になってプレゼンを考える。
Eグループ　平塚市内のお祭りや自然の素晴らしさが挙
げられました。また、認知症予防のコグニサイズ（臨床
美術）や毎日開催しているカフェ、囲碁ボールなど各福
祉村で実施しているイベント情報などを共有しました。
Fグループ　自然豊かな地域で地域の伝統を伝えつつ明
るい未来をつくりたいと、富士山のイラストをシンボル
に話し合いの結果を発表しました。
Gグループ　ボランティアの登録数が100人を超えてい
る、88歳の女性が元気によさこいを踊っている、など各
福祉村のご自慢ポイントを話し合い、その内容を発表し
ました。

■Hグループ：これだけは絶対なくさないで！
ポイント：地域活動の中で、これだけはなくしたくない
と思うものを話し合う。
　地域で長く活躍された方が多いグループだったため、
それぞれの想いを話し合ったことを発表しました。

　参加者の数だけ視点や気づきがあり、それぞれが地域
の“強みを見出す力”或いは“生み出す力”があることがわ
かりました。こ
こで出た意見を
地域に持ち帰
り、より良い地
域活動に活かし
てくださること
を願っています。

参加者アンケートより（抜粋）
○ひらつかの魅力を改めて知ることが出来ました。また参加したいです。（20代）
○会社をつくる、なんて考えてみたこともありませんでしたが、皆で意見を出して考えるうちワクワクしてきました。ほ
んとにこんな会社ができたらいいなぁ、こういうWS面白いですね。（50代）
○理解よりも未来について話し合うのが楽しかった。未来のひらつかが元気になっていくような気がした。（60代）

参加者アンケートより（抜粋）
〇グループワークで皆さんの地域に対する熱い思いを聞くことが出来て、さらに希望が湧きました。企画した会社を本当
にやってみたくなりました。（50代）
〇難しいワークショップでしたが勉強になりました。（60代）
〇地域資源の中での（人）に私は当たると思うのですが、上手に自分を活かしているのか考え直してみました。（70代）

「ヒトはまちの宝なり」と
話す三浦さん

それぞれのグループが活発に話し合い、
ワークを進めました。

発表した内容に対して、他の参加者から意見が得
られる事で、次回のワークににつながります。

各グループがワークで出た意見を
模造紙にまとめて発表しました。

　ワークショップに入る前に、講師の三浦さんからまち
づくりの法則や平塚の魅力をPRすることについての講義
がありました。
・まちづくりに欠かせないのは様々な資源を繫ぐこと
・それを繫ぐのは“ヒト”
・“つながる道具”であるSNSなどのネットワーク
ツールを上手に活用するとともに、“大切な時間”を
直接対面して共有することが大切
・仲間を増やし、平塚の魅力ある人・平塚のオリジナ
ルを発掘していく

　前回に引き続き、各グループごとのテーマに沿って
ワークショップを進めて発表しました。
■Aグループ：いよいよ新会社設立へ！
出資者と社員に向けたPR大作戦、平塚市民に向けたPR
大作戦を考える。
「自然エネルギーひらつか（株）」
前回の発表から一歩踏み込んだ“投資する前提条件”を表
明しました。ソーラーシェアリングとして、太陽光発電
と農業のコラボレーションを目的とし、クラウドファン
ディングを活用する提案がされました。
■CDグループ：福祉村事業の未来
将来、福祉村事業をこうしたい！を徹底議論。未来像を
実現するために必要なモノ・ヒトを考える。
Cグループ「福祉村未来大作戦」
福祉村のネーミングは高齢者のみ？とのイメージではな
いか、男性の参加者が少ない、などの問題点に対し、各
福祉村はたいてい“○○の里”や“○○の家”といったあだ
名をつけていること、飲みニケーションや子どもを窓口
にして未来の参加者につなげるなどが発表されました。
Dグループ「福祉村の未来」
課題点や必要なことなどを「よく話しあった！」と発表
しました。今のことが大変
で未来のことは考えられな
かった、としながらも、前
回までの市民大学で学んだ
ことの報告を他の福祉村メ
ンバーに伝えて共有したと
報告がありました。

■BEFグループ：わがまちPR大作戦
わがまちで誇れるモノ・ヒトを抽出
し、同じような内容・場所などでグ
ルーピングし、それぞれに名前をつけて発表する。
Bグループ「住んで良し！食べて良し！触れて良し！」
平塚には地域愛が強い人がいることと、いろんな視点が
あるので集まって話をすることが大事だと訴えました。
Eグループ　「わがまちPR大作戦」福祉村は全国から注
目されている素晴らしい活動だが、「楽しんで活動する
ことが大切」と発表しました。
Fグループ　「バランスの良い街ひらつか」
地域の人材を掘り起こし、つながっていく、そして支え
あうことと声掛け（挨拶）が大切だと訴えました。
■Hグループ：自治活動の未来を描く
こうなってもらいたい「自治活動」について徹底分析。
自治活動の将来に欠かせないヒト・モノなどまちの資源
を抽出し発表する。
「自治会活動の未来を描く７ヵ条」
長年自治会や地域で活躍してきた５名が経験を元に「前
例がないことを提案したらつぶさない」などの提案をし
ました。

　各グループの発表後に三浦さんから良かった点や印象
に残った点の講評があり、特にAグループは具体的な内容
が盛り込まれ素晴らしかったと評価されました。

・ポストイットを使い、意見を出し合ってまとめ上げ
るといった手法はコーディネーターの仕事として活
用してほしい。
・人を動かすには「カネ・名誉・愛」などが挙げられ
るが、若い人の参加を促すには学校との連携を含
め、地域愛を育てることが重要。

　３回以上出席された各参加者には、修了証が授与され
ました。本講座を受講した事により、様々な地域や団体
の地域づくりに取り組
む事例を通して、コー
ディネーターについて
学んでいただけたので
はないでしょうか。

つなげるのは 「ヒト」

課題解決のロードマップをつくってみよう！

地域活動講座全体のまとめと修了証の授与

ワークショップ

まちはゆるやかに変化していく

各グループを回って的確なアドバイ
スをする三浦さん

模造紙の作り方には各グループでこだわ
りが見られました。

地域活動講座　第4回　地域資源（人・もの・コト）の上手な活用方法 地域活動講座　第5回　地域をコーディネートする力をつけよう
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　ひらつか地域づくり市民大学もスタートから６年が経ちました。

　模索しながら始めた最初の３年間は、地域が主体となった地域づくりとは何ぞやという基

本を学ぶことに着目し、地域づくりの社会潮流や理論に触れる公開講座を設け、その後の実

践講座では具体的取り組みのまち歩きを通して、“聞いて”、“見て”が中心の企画構成でした。

　この間、市民大学の修了生の何人かがサポーターとして、企画運営側に係ってもらえるよ

うになり、講座内容についても多くの意見をいただきました。

　その後の３年間は、そのような意見も踏まえつつ、地域づくりの担い手としてのコーディ

ネート力を身につけられるようにと、地域づくりの現場での取り組みのポイントを知る公開

講座と実践の場面で活かせることを意識したワークショップで、意見を出し合う時間を設け

た実践講座で構成し、“見て”、“聞いて”、“語って”、その先“どう動くか”を学んできました。

　協働の地域づくり、地域主体のまちづくり、多世代交流で元気なまちづくり、地域一丸と

なった活性化・・・。いろいろないい方で語られますが、まちづくりの基本はひとづくりです。

これまでの活動をこれまで通りに継続していくことも大切ですが、これからを見据えて新し

いことにもチャレンジしていくことは、新しい人材の参加を促すうえでも大変重要なことと

考えています。そのためには、「見て、聞いて、語って、動いて、磨いて、そして、また見て、

聞いて・・・」という学びを通じて、実践という形に仕立てていくことかと思います。

　この６年間、平塚市の人口は横ばい状態が通いていますが、少子化・高齢化は着実に進み、

地域活動を支えてきた諸団体の構成員の高齢化や役員のなり手の不足が深刻化しつつありま

す。一方で、平塚には日常生活の基礎となる小学校区単位に２６の公民館があり、町内福祉

村も徐々に増え１８を数えています。加えて、１５の中学校区単位に地域教育力ネットワー

ク協議会という横断的組織があります。

　これらの施設や横断的組織を地域の核にしつつ、多世代協働型まちづくりの“ひらつかス

タイル”をつくっていく役割の一翼を、ひらつか地域づくり市民大学が担っていくことが期

待されていると感じています。

　元号が変わる節目の年を迎え、この６年間の成果と課題を謙虚に受け止め、様々な人脈と

ノウハウの蓄積を生かしながら、コーディネート力と行動力を持つ人材の育成、学びの場と

しての実験的取り組みを行う特別講座や若い世代を対象にした入門講座等、幅広いニーズに

対応できるようこれからの企画・運営においてもチャレンジしていきたいと考えています。

　平成３０年度のひらつか地域づくり市民大学は、多くの現場での取り組みを通じてファシ

リテーションやコミュニケーションを学び、課題解決に取り組むコーディネート力を高めて

いくことをねらいに公開講座と地域活動講座を企画・実施しました。

　公開講座においては、東日本大震災の復興に関わるコーディネータの立場から、問題・課

題を共有し、その解決に何が必要か、どのような人たちの力を束ねて、行動していくか、と

いうことを参加者目線からわかりやすくお話しいただきました。

　地域活動講座においては、地域の課題解決のためにコーディネート（形として動かしてい

く外面のプロセスづくり）していくに必要なファシリテーション（考えを形にしていく内面

のプロセスづくり）のポイントは何か？からスタートしました。そこでの振り返りを踏まえ、

2～ 3 回は特徴的な活動や地域での実践の場で、どのような考えで仲間を増やす工夫をして

きたかの知見を学びました。さらに４～５回は、参加者の方々の課題認識を踏えながら、思

いや考えを形にまとめ上げてみることをワークショップで体験していただきました。

　今回講座のワークショップの進行では、市民大学の修了生にファシリテーター役をお願い

し、実践的スキルとさらに磨いていただく機会を設けました。

　今回の地域活動講座の参加者は、これまで以上に地区福祉村の企画運営に係る方々が多く、

それぞれの地区での抱える問題を何とかしていきたいという意識を持っていました。今自分

たちでできることは何だろう？それを見つけたい！と思っていた方や単発で参加された方に

とっては若干惑いがあったのではないかと感じています。

　地域づくりの担い手を育て、その裾野を広げていくための基礎的スキルと実践感覚を身に

着けていただくための場づくりを進めてきましたが、個人としての気づきを感じていただく

ことと団体や組織の一員として共有していただくことも合わせて今後の講座内容とフォロー

アップの仕方を考えていく必要があると感じています。

　湘南ＮＰＯサポートセンターでは、平成２８年と２９年に、平塚市内の各地で多くの市民・

市民活動団体が中心となって、住みよいまちづくりのためにさまざまな取り組み事例を「ひ

らつか元気地域事例」として、１７の取組を取りまとめています。

　それらの活動の始まりには、地域が抱える問題を憂え、なんとか解決したい、良くしたい

という思いを持った人たちがいます。そして、その思いに賛同した仲間たちが知恵をだし、

汗を流しながら、一つずつ障害を乗り越えてきた物語があり、コーディネートしてこられた

方々の人間力や地域力の強さを感じます。

　今回の講座での知見を踏まえ、参加者の方々には、改めて読んでいただけると、より実践

の場での参考になるのではないかと思います。

本年度講座のまとめ あとがき


